
東京理科大学大学院薬学研究科 

薬学専攻博士課程及び薬科学専攻博士後期課程 

社会人専修コースの設置について 
 

 本学大学院薬学研究科では、2023 年度から、薬学専攻博士課程及び薬科学専

攻博士後期課程に、3つの社会人専修コースを設置します。 

 

１．特徴 

都心に位置する本学神楽坂キャンパスにおける夜間教育を中心としたカリキ

ュラムにより、働きながら学位（博士）取得を目指すことができます。 

  

２．コースの概要 

（１） クリニカルリサーチ専修コース 

病院・薬局などの医療機関に勤務する薬剤師をはじめ製薬企業や CRO など

で治験に携わる薬学部卒業生を対象とし、主に臨床における薬物療法の有効性

と安全性の向上や個別化を目指した臨床研究を実施し、これを実施するために

必要な知識を修得する。 

 

（２） レギュラトリーサイエンス専修コース 

医療行政職および製薬会社などの研究職・臨床開発職に従事している薬学部

卒業生を主な対象とし、医薬品・医療機器・化粧品等での品質・有効性・安全

性確保のための客観的評価を行うための科学的方策の研究や試験法の開発に

関する研究を実施し、これを実施するために必要な知識を修得する。 

 

（３）薬学社会連携探究コース 

  医薬系業務に従事している社会人を対象とし、薬学部医療薬学教育研究支

援センターが開講する専門リカレントプログラムの生涯学習講座を受講し、

社会ニーズの動向を把握したうえで主に臨床現場における課題を解決するた

めの研究を実施し、次世代の薬学研究テーマの選定や開発能力に必要な知識

を修得する。 

 

３．カリキュラムの概要（履修モデル） 

 別表参照 

 

  

【本件に関する問い合わせ先】 

東京理科大学野田統括部薬学事務課 

TEL：04-7121-3691（直通） 



≪修了要件≫ ≪修了要件≫

基盤特論科⽬（1単位以上）

※薬学専攻と薬科学専攻は出願資格が異なります。

 詳細については、本学ホームページに掲載されている募集要項をご確認ください。

本表に⽰すほぼすべての科⽬について神楽坂キャンパスでの単位修得が可能ですが、所属する研究室によっては、ゼミや研究活動の⼀部を野⽥キャンパスで⾏う場合もあります。

薬学専攻（4年制）※ 薬科学専攻（3年制）※

以下の要件を全て満た
し、合計46単位以上を

修得すること
薬学社会連携探究コース

以下の要件を全て満た
し、合計33単位以上を

修得すること

レギュラトリーサイエンス
専修コース

薬学社会連携探究コース

専⾨特論科⽬（2単位以上）
クリニカルリサーチ特論

（2単位）
レギュラトリーサイエンス特論

（2単位）

リカレント教育特論1
リカレント教育特論2

（各1単位）
特論科⽬（1単位以上）

クリニカルリサーチ特論
（2単位）

レギュラトリーサイエンス特論
（2単位）

リカレント教育特論1
リカレント教育特論2

（各1単位）

クリニカルリサーチ
専修コース

基盤演習科⽬（2単位）
薬科学研究発表演習１（1単位）

薬科学研究発表演習２（1単位）

薬学研究発表演習１（1単位）

薬学研究発表演習２（1単位）
技法演習科⽬（4単位）

薬科学研究技法演習A（2単位）

薬学研究発表演習３（1単位） 薬科学研究技法演習B（2単位）

⼀般教養科⽬（2単位以上） 知財、倫理、英語 等
薬学博⼠研究２B（5単位）

論⽂演習科⽬（4単位）
薬科学研究論⽂演習A（2単位）

薬学研究技法演習B（2単位） 薬科学研究論⽂演習B（2単位）

薬学研究技法演習A（2単位）

研究科⽬（20単位以上）

薬科学博⼠研究１A（5単位）

薬学研究論⽂演習B（2単位） 薬科学博⼠研究１B（5単位）

薬科学博⼠研究２A（5単位）

薬学博⼠研究１A（5単位） 薬科学博⼠研究２B（5単位）

薬学博⼠研究３B（5単位）

⼀般教養科⽬（2単位以上） 知財、倫理、英語 等

クリニカルリサーチ
専修コース

レギュラトリーサイエンス
専修コース

薬学博⼠研究３A（5単位）

論⽂演習科⽬（4単位）

研究科⽬（30単位以上）

技法演習科⽬（4単位）

基盤演習科⽬（3単位）

薬学研究論⽂演習A（2単位）

薬学博⼠研究１B（5単位）

薬学博⼠研究２A（5単位）

医療薬学特論（1単位）
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